
三菱重工パワー環境ソリューション株式会社 （金額単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 資 産 の 部 ） （ 負 債 の 部 ）

流動資産 流動負債

現金及び預金 15,321 買掛金 3,288,781

受取手形 24,763 未払費用（残工事見越） 25,505

売掛金 6,498,980 親会社未払金 909,945

原材料貯蔵品 27,648 未払事業所税 9,753

仕掛品 816,258 未払消費税 1,463,799

立替未収金 461,642 未払費用 106,106

短期貸付金 8,367,119 未払法人税等 1,123,876

仮払金 98,957 前受金 272,220

貸倒引当金 △11,584 預り金 17,966

　　　流動資産合計 16,299,108 受注工事損失引当金 52,000

保証工事引当金 3,403,199

固定資産 前受収益 237,134

有形固定資産 　　　流動負債合計 10,910,288

建物及び建物附属設備 29,053

機械装置 85,806 固定負債

工具器具備品 65,354 退職給付引当金 825,197

建設仮勘定 6,600 役員退職慰労引当金 11,860

　　　有形固定資産合計 186,814 　　　固定負債合計 837,057

無形固定資産 負債合計 11,747,345

ソフトウェア（建設仮） 0 （　純　資　産　の　部　）

のれん 0 株主資本

ソフトウェア 68,011 　資本金 450,000

その他 137 　資本剰余金

　　　無形固定資産合計 68,148 　その他資本剰余金

　　　資本金・資本剰余金合計 450,000

投資その他の資産

社員貸付金 2,603 　利益剰余金

出資･保証金 153,163 　利益準備金 112,500

長期前払費用 4,728 　任意積立金 250,000

繰延税金資産 1,325,303 　繰越利益剰余金 5,480,024

貸倒引当金 0 　　　利益剰余金合計 5,842,524

　　　投資その他の資産合計 1,485,798

　　　固定資産合計 1,740,761 純資産合計 6,292,524

資産合計 18,039,870 負債及び純資産合計 18,039,870

貸　借　対　照　表
2023年3月31日現在
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◆当期純利益
3,231,073千円

◆重要な会計方針に係る事項に関する注記

1.重要な会計方針に係る事項に関する注記  

　(1)資産の評価基準及び評価方法
　　　①棚卸資産
　　　　仕掛品・・・・・・・個別法による原価法
　　　　原材料及び貯蔵品・・個別法による原価法
    　　　　　　　　　     　(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法)　　　　 　　　　　

　(2)固定資産の減価償却の方法
　　　①有形固定資産
　　　　定額法
　　　②無形固定資産
　　　　定額法

　(3)引当金の計上基準
　　　①貸倒引当金
　　　　金銭債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により計上し、
　　　　貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上
　　　　している。
　　　②受注工事損失引当金
　　　　受注工事の損失に備えるため、未引渡工事のうち当事業年度末で損失が確実視され、かつ
　　　　その金額を合理的に見積もることができる工事について、翌年度以降に発生が見込まれる
　　　　損失を引当計上している。
 　　　 なお、受注工事損失引当金計上対象案件のうち、当事業年度末の仕掛品残高が当事業年度
        末における未引渡工事の契約残高を既に上回っている工事については、その上回った金額
        は仕掛品の評価損として計上しており、受注工事損失引当金には含めていない。
      ③退職給付引当金
        従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込
        額に基づき計上している。

      ④役員退職慰労引当金

        取締役及び監査役の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当事業
        年度末要支給額を計上している。
      ⑤保証工事引当金
        工事引渡後の保証工事費の支出に備えるため、将来の保証費用を個別に見積り、計上して
　　　　いる。

  (4)収益及び費用の計上基準
      当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事契約については工事進
      行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法）を適用し、その他の工事契約については、
      工事完成基準を適用している。

  (5)その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
      ①消費税等の会計処理
        消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。ただし、資産に係る控除対
        象外消費税等は発生事業年度の期間費用としている。
      ②連結納税制度の加入
        法人所得税（国税）の申告及び納付は、2021年度までは三菱重工業(株)殿の連結納税制度
        加入していたが、2022年度より税制改正によりグループ通算制度へ変更となった。
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